
静浦地区の保護者の皆様へ 

平 成 2 0 年 2 月 

沼津市教育委員会 

 

静浦地区小中一貫校についてのお知らせとアンケートのお願い 

 

 日頃より沼津の教育行政にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、沼津市静浦地区におきましては、以下のような経緯から、小中一貫校の設置について検討を進

めているところです。 

 つきましては、静浦地区の保護者の皆様に、現在までの状況を知っていただくとともに、小中一貫校

についてのご意見をいただきたいと考えております。ご協力をお願いいたします。 

 このお知らせは中学生までのお子様がいらっしゃる静浦地区の保護者の皆様にお送りしています。 

 

 

 

静浦地区の現状と課題 

（１） 進む少子化 

静浦地区では、少子化により児童数の減少が進み、現在（平成 19 年度）の児童総数 304 人が、転入・

転出がないものと仮定した場合、平成 25 年度には 198 人に減少することが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静浦地区年度別児童数
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静浦地区児童数推計 

一般的に、小規模校においては、「先生が子どもたち一人ひとりを把握でき、行き届いた指導が受けら

れる」「学校が家庭的な雰囲気である」「授業や学校行事において、一人ひとりの児童が活躍する場が多く、

学習活動への意欲が高まる」などの良さがある反面、「活気に満ちた雰囲気や子どもたちの切磋琢磨があ

まり期待できない」「集団の中での各自の役割や位置づけが固定化し、健全な社会性が育ち難い」「集団で

行う体育、スポーツ活動、劇、合唱・合奏などの活動において支障をきたしやすい」などの問題が指摘さ

れています。 

 

（２） 複式学級の発生・中学校の単学級化 

児童数の減少により、静浦小学校と静浦東小学校では、平成 22 年度から複式学級となる学年が生じる

ことが見込まれます。複式学級とは、2 つの学年を 1 つの学級として編成することです。したがって、1

人の先生が 2 つの学年の授業を同時に行うことになります。 

また、静浦中学校においても、平成 24 年度には単学級の学年が発生すると予想されており、教員の配

置も少なくなることにより専門教科外の授業を担当しなければならない場合もでてきます。 



（３） 静浦中学校の立地 

静浦中学校は、山の中腹に校舎とグラウンドがあり、がけ地に近接しています。裏山の落石防止工事

や校舎の部分改修などを行うことで安全確保に努めていますが、通学時や学校での子どもたちの安全を

心配する声が寄せられています。 

また、グラウンドの面積も狭く、山の中腹部に位置するため拡幅が困難であること、校舎についても、

がけ地に近接した現在の場所では建て替えが難しいことなどの課題があります。 

 

 

 

静浦地区小中一貫校に関する提言が提出されました 

沼津市教育委員会では、静浦地区の自治会や PTA から小中一貫校設置の要望を受け、平成 19 年 7月に

「沼津市静浦地区小中一貫校検討委員会」を設置しました。検討委員会では、小中一貫校の設置に向け

た課題の整理やその対応策について協議が行われ、11 月に｢静浦地区小中一貫校に関する提言」がまとめ

られました。 

 教育委員会では、この提言に基づき、子どもたちにとって 良の教育環境を整えるため、静浦地区小

中一貫校の設置について検討を進めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

「静浦地区小中一貫校に関する提言」より 

○ 静浦地区小中一貫校の必要性 

・小中一貫校にすることで、小中学校の児童生徒数減少と中学校の立地問題を併せて解決できる。 

・学校の小規模化に伴う教員の減少に対し、小中学校教員の相互乗り入れによりその影響を緩和する

ことができ、教科の専門性を確保しやすい。 

・小中一貫校を充実させていくためには、現在の三つの小学校と中学校を統合し一体化させる必要が

あり、学校設置場所は、静浦の中間地点である大久保周辺にすることが望ましい。 

 

○ 小中一貫校設置に向けた検討課題 

・子どもたちの発達段階に応じた計画的・継続的な教科指導・生活指導ができるよう、特色ある魅力

的な教育課程を検討していく必要がある。 

・スクールバスの運行や路線バスの利用及び通学路の整備など、子どもたちが安全に通学できるよう

検討していただきたい。 

・学校跡地を地域コミュニティ活動の場及び災害時の避難地として引き続き利用できるようにするな

ど、地域住民にとって有効な活用法を検討していただきたい。 

※提言の全文は沼津市教育委員会ホームページでご覧になれます。

http://www.city.numazu.shizuoka.jp/sisei/kyouiku/kyouiku/ 

教育委員会では、今後、小中一貫校推進委員会を設置し具体的なカリキュラムや施設内容等について検討

を進めていきますが、その際に保護者の皆様のご意見を参考にさせていただきたいと考えています。 

お手数ですがアンケート用紙にご記入の上、3 月 14 日（金）までにクラスの担任の先生に提出してくだ

さい。なお、このアンケート結果については、集計後にホームページに掲載する予定です。 

（お問い合わせ） 沼津市教育委員会 教育企画室  〒410-8601 沼津市御幸町 16 番 1 号 

TEL 055-934-4821 FAX 055-931-8977   e-mail:kyouiku-ki@city.numazu.shizuoka.jp 


